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 第１章では、研究背景、研究課題が説明されており、特に Brand Switching、Store switching、
Back-orderingの 3点を消費者が欠品発生時に取り得る Active responsesとして定義している。 
第 2章では、関連分野である Response to stockout、 Pricing with strategic consumers、




第 4章では、第 3章の分析の発展として、将来の価格低下を見越して購買行動を決定する Strategic 
consumerが本モデルに与える影響を分析する。Active responsesが Strategic consumersによる負
の影響を低減する事実を明示している。 
第 3，4章での解析的分析を補完する数値解析事例が第 5章で紹介され、第 6章では解析結果に基
づく経営示唆が展開される。特に、近年重要性を増している Omnichannelに対する提案が展開されて
いる。最後に第 7章で結論を述べている。 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文では、ファションアイテムなど製品寿命が短い製品のサプライチェーンを想定し、主問題し



















平成 30年 7月 31日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
